
富山国際大学地域学部紀要 第 5巻 (2005.3) 

- 81-

平成 16 年度 地域学部の活動内容 
 

☆  地域学部の学内事業関係 
[1] 平成 16 年度「特色ある大学教育支援プログラム」（文部科学省）に主として大学と地域･
社会との連携の工夫改善に関するテーマの分野で、『地域づくりと地域の未来づくりの人材育

成』の取組み名称で申請した。平成 16 年度から新設の「現代的教育ニーズ取組プログラム」
（文部科学省）に富山短期大学と共同でインターネットを利用しての『資格取得支援遠隔教育

システム』の取組み名称で申請した。いずれも採択されなかった。 
[2]「上級情報処理実務士」、「上級ビジネス実務士」、「社会調査実務士」、「海外ボランティア実

務士」に加えて「ウェブデザイン実務士」の称号認定課程が認定された。（全国大学実務教育

協会）。平成 17年度から「ＮＰＯ実務士」の称号認定課程の設置申請した。 
[3] 各種資格取得支援のための課外講座の実施。 
[4] 現在設置されている「情報科」に加えて「福祉科」の高等学校教員免許取得のための教職

課程の設置するための申請（文部科学省）。「社会福祉士」の養成カリキュラム（国家試験受験

資格のため）も同時に整備（厚生労働省）すべく検討したが今年度は申請しないが、「社会福

祉主事」任用資格など関係カリキュラムの整備進めることとした。なお、社会の福祉関係につ

いての要請も考慮しながら富山短大の福祉学科などとの調整・協力計画など検討は継続する。 
[5] 企業などの提供講座で一般社会に公開する授業科目 

  ① 国際協力論（JICA 提供）② ＮPO・NGO 論（担当：コーデネーター谷口 新一 兼任講

師：NGO・NPO ネットワーク富山の協力で実施）③ 自治体学概論―県内市町村長が語る地域づ

くりビジョン― ④  産業経営特別講義（野村證券提供）、⑤ 地域学特別講義―地域活性

化論―（日本政策投資銀行提供）、⑥ 環境特別講義（北陸電力､日本海ガスなど提供）、平

成 16 年度より新たに「観光政策論」（富山県提供）を平成 16 年度後期より開設した。 

[6] 後期からのカリキュラム改定 
地域学部では、平成１６年度後期に下記のような科目を新設し、観光ビジネス、地域の 

活性化などに対するカリキュラムを強化し地域学部の理念・目標達成に資することとした。 

① 観光政策論（富山県提供講座） 全国区の著名人を講師に依頼した。 
講師名と講義テーマ 

 １０月１６日 木村 尚三郎 東京大学名誉教授 「観光立国への道」 

 １０月２５日 望月 照彦  多摩大学大学院教授 「産業観光の２１世紀」 
 １１月２５日 新日本コンサルタント 「城址公園整備計画の見直しについて」 
 １２月３日  羽田 耕治 横浜商科大学 「産業観光と地域活性化」 

 １月１７日 藻谷 浩介 日本政策投資銀行地域企画部参事役「まちづくりとまちなか観光」 
 １月２４日 溝尾 良隆 立教大学観光学部長 「観光立国と地域観光」 
3 月 11 日 北川 正恭早稲田大学大学院公共経営研究科教授「日本を地域から変える」 

（ゴチックは、富山市内の施設を会場に開催した。30～40 名の一般市民の参加があった。） 

② 観光英語 ③ 地域観光論 ④ コミュニティ・ビジネス論  
⑤ 環境特別講義 （北電、日本海ガス、富山県林業カレッジからの提供講座） 

 
☆  地域学部の対外事業関係 
[1] 海洋深層水研究の拠点として、入善町入膳に「地域学部地域研究交流センター実験室」を 

オープンした（平成 16 年 7 月 5日）。 

[2] シンポジウム・フォーラム開催（本学主催） 

① 「地域づくりと地域の未来づくり」(I)―富山産業観光フォーラムー 

日 時：平成１６年１２月 3日（金）13：00～16：20 
会 場：とやま自遊館 1Ｆホール 
主 催：富山国際大学地域学部、冨山商工会議所 
後 援：富山県、富山市、富山市観光協会、富山県商工会議所連合会、富山県ホテル・旅館生

活衛生同業組合、北日本新聞社 
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○ 基調講演：「産業観光と地域活性化」 

講 師： 横浜商科大学商学部 貿易・観光学科 羽田 耕治 教授 
 ○ パネルディスッション 

  テーマ： 「富山県における産業観光の取り組み」 
  [パネラー] 
  富山地方鉄道（株）取締役社長 桑名 博勝 氏 
  富山観光開発（株）取締役社長 濱田 昂 氏 
  （株）まちづくりとやま代表取締役副社長 松井 幹夫 氏 
  富山商工会議所専務理事 濱谷 元一郎 氏 
  [コーディネーター] 

  富山国際大学地域学部教授 長尾 治明 氏  

②  「地域づくりと地域の未来づくり」(II)―コミュニティ・ビジネスー 

 日 時  平成 16 年 11 月 23 日（火） 13：00～16：05 

場 所  富山県民会館 701 号室 

主 催  富山国際大学地域学部、日本政策投資銀行 

後 援  財団法人富山県新世紀産業機構、富山商工会議所、富山県中小企業団体中央会、 

北日本新聞社 

内 容   

 開会挨拶 富山国際大学地域学部長 北野 孝一 

        日本政策投資銀行富山事務所長 藤田 寛 

○ 基調講演 I：「地域を元気にするコミュニティ・ビジネス」 

          コミュニティ・ビジネス・ネットワーク理事長 

コミュニティビジネス総合研究所所長 細内 信孝 氏    

○ 基調講演II:「NPOと経営について」 

        日本政策投資銀行富山事務所長 藤田 寛 氏 

 

③ 「地域づくりと地域の未来づくり」(III)―地域社会の安全と安心を考える＝ 
日 時 平成１７年 2月 18日（金）13：00～15：35 
場 所 とやま自遊館３Ｆ 
主 催 富山国際大学地域学部 
後 援 富山県、富山市、北日本新聞社 
 
 内 容 
 開会挨拶 富山国際大学地域学部長 北野 孝一 
○ 基調講演Ⅰ：「人の心を豊かにするメンタルコミットロボット・パロ」 

      産業技術総合研究所知能システム研究部門 
空間機能研究グループ主任研究員科学技術振興機構さきがけ研究２１ 
「相互作用と賢さ領域」研究員 柴田 崇徳 氏 

○ 基調講演Ⅱ：「地域社会の危機管理―阪神大震災・中越地震から学ぶ―」 
      ＮＨＫ論説解説委員 山崎 登 氏 
 閉会挨拶 
[3] 第 4回ホームページコンテスト（本学主催） 

    富山県内の高校から、グループ、個人あわせて 20件の応募あり。地域学部実行委員に富山県
マルチメディアセンター長も加わった審査を実施。平成 16年 11月 20日には、表彰式、作品
発表会、交流会が大学を会場に開催された。最優秀賞にフリー部門では、雄山高校 ３名の

グループ（松岡奈緒美代表）製作の「瀬戸焼」、優秀賞には、滑川高校の１３名のグループ（金

三津 誠代表）製作の「イラク戦争・その後」、雄山高校 藤岡美乃さん製作の「インターネ

ットに関する問題」の 2 件、テーマ部門では、最優秀は該当なく、優秀賞には、高岡商業高
校、中沢優香さん製作の「小矢部にこられか～」の作品が選ばれた。審査結果は本学のホー

ムページで公開。 
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[4] 第 4回課題研究コンテスト（本学主催） 

  まだ受付中で１月 17 日現在８件の応募あり。 
[5] ウェブデザイン・ワークショップ （8 月 23 日～8月 24 日実施） 

[6] 地域づくりサマーキャンプ（県内高校生対象） 
  ① 富山県高校生ボランティアサミット（8月 3 日～8月 4 日 本学園「あわすの 

   セミナーハウス」で実施） 
② 常願寺川探検隊 （7月 14日 雄山高校 1年総合学習の中で立山カルデラ砂防博物館
と共催で実施） 

[7] 若手経済人からの地域づくり提言（一般社会人対象３回の連続セミナー計画中） 
[8] 高校出向プログラム 
 平成 16 年度は、県内・外の高校からの依頼により本学部教員が 18 件の講義を実施した。 

[9] 中国海洋大学海洋生命学院との共同研究―「微生物包括固定化担体法の海洋汚染浄化の 
応用研究」 

[10] 平成 16 年度研究活性化事業（富山県助成）  
① 富山湾の汚濁原因の解明と汚濁浄化手法の開発及び中国遼東湾・渤海への応用 

（汚濁原因の解明：内部生産 COD 寄与率の上昇要因と地域の温暖化／汚濁浄化手法の開

発：富栄養化による海洋汚濁の一要因であるアンモニア性窒素の除去） 
② 地域社会の「安全」についての調査･研究 

～富山県のこれからに視点をおいて～ 
（平成 16年度は 水、産業廃棄物、デジタル・ネットワーク を対象） 

[11] 日中学際環境協力シンポジウム―海洋環境に関する協力のあり方― 
○ 基調講演：「空から日本海の自然を探る」北京大学リモートセンシング・ＧＩＳ研究所所長 

中国科学院リモートセンシング応用研究所 童（とん）教授 
○ パネルデスカッション：「海洋環境に関する日中学際協力のあり方」 

司会：白山 肇 富山国際大学地域学部教授、パネラー：童 北京大学教授、丁子哲治 富山

工業高専教授、布和 北海道環境科学研究センター特別研究員、土肥宗英環日本海環境協力セ

ンター調査研究部長 
平成 16 年 7 月 11 日（富山県民会館特別会議室 304 室）にて「環日本海学推進機構」の全面
的な支援を得て開催した。 

[12] 第 35 回被服整理学夏季セミナー「人と環境との調和と被服整理学」（主催：日本家政学会被

服整理学部会、後援：富山国際大学、富山県高等教育振興財団、富山県教育委員会）を富山第

一ホテルを会場に実施（８月３０日～31日）した。全国から研究者、企業関係者、県内の教育
関係者など約８０名の参加のもと衣類をめぐる環境問題について考えた。 

   [13] 「地域企業国際化支援プロジェクト」（本学主催） 6 回の講演会や参加企業、参加者の交

流会を実施。地域学部単独でなく富山国際大学の事業として、地域学部の長尾教授を中心とし

て企画し、総合企画本部の多大な支援・協力を得て実施した。 

        ○ 第 1回は 5/21 に「とやま自遊館」を会場に、「最近の中国経済事情」のテーマで、アジア

経済研究所 地域研究センター次長 大西 康雄 氏による記念講演，懇親会を実施。 

○ 第 2 回は 8/6 に県民会館で「企業の海外進出をめぐる諸問題」のテーマで、田中忠治富山

国際大学副学長がコーデネーターで、 温井邦彦 ジェトロ富山事務所長、木田博久丸和

ケミカル社長、砂原澗治 藤堂工業専務 をパネリストとして実施した。 

○ 第 3 回は 10/7 に富山県民会館 704 号室を会場に、中国ビジネスコンサルタントの筧 武

雄氏による「中国進出の失敗・トラブル事例から学ぶ」のテーマで講演会を実施した。 

○ 第 4 回は 12/9 にとやま自由館 3F を会場に、日本政策投資銀行調査部の和田敬記氏による

「中国国内物流の現状―進出日系企業の視点からー」のテーマで講演会を実施した。 

○ 第 5 回は計画・調整中（年度内に実施予定） 
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教員の活動実績 
 

教授 安藤 満 

【著書、論文等】 

(1) 安藤満、山元昭二、若松國光：「地球温暖化による健康影響と適応」日本生気象学会誌、40
巻、317-328、2004 年 

(2) 安藤満、山元昭二、浅沼信治：「地球温暖化と熱中症」 日本生気象学会誌、41 巻、45-49、
2004 年  

(3) 安藤満：「地球環境」からだの科学増刊（新興再興感染症－SARS の教訓）日本評論社、236-240、
2004 年 

【学会シンポジウム発表】 

○口頭発表 

(1) 安藤満、浅沼信治：「温暖化影響緩和のための自然エネルギー拡大と農村社会」，第 53 回日本
農村医学会学術総会、秋田市、秋田キャッスルホテル、2004 年 10 月 8 日 

(2) 安藤満：「地域社会における自然エネルギー利用」バイオクリマ研究会 2004 年度発表会、東
京都世田谷区駒沢、国土環境株式会社 GE カレッジホール、2004 年 9 月 16 日 

【学外活動】 

○委員会委員 

(1) 国際組織「 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 4次評価報告書」レビュー委員 
(2) 氷見市「氷見市地域新エネルギービジョン策定委員会」委員長 
(3) 富山県新世紀産業機構「地域新産業創出総合支援事業：環境バイオ研究会」委員 
○学会活動 

国際農村医学会(IAAMRH)理事、日本衛生学会評議員、日本農村医学会評議員、 

富山県農村医学会理事、日本生気象学会評議員 

 

教授 上坂 博亨 

【著書・論文】 

(1) Uesaka H., Yoshimuta Y., Ando M. and Shoji F., Electricity Generation Using a Small 
Wind Turbine, J. Eco-technology Research Vol.10, No4, 2004 

(2) 田辺和俊，上坂博亨 他，ニューラルネットワークによる多種類の有機化合物の発ガン性の予
測，Journal of Computer Chemistry Japan, (In Printing) 

【学会報告】 

(1) TOPIX 相場変動のニューラルネットによる可視化，第 28 回日本経営財務研究学会，2004 年 
(2) 小型風車を用いた風力発電システム，第 11 回エコテクノロジーに関するアジア国際シンポジ
ウム，2004 年 

【学外活動（講演・外部講師・研修会・非常勤講師等）】 

○講演・外部講師 

(1) 講演「携帯電話の進歩と落とし穴」，2004 年 10 月 22 日，県民カレッジ，新川地区センター 
(2) 講演「ゾウの時間・ネズミの時間，2004 年 11 月 9 日，婦中町公開講座，婦中町ふれあい館 
(3) 外部講師「Ubiquitous Computing」, ISUGA, France, March, 2004 
○研修会 

(1) 八尾町 IT 講習会講師（全 6回），八尾町教育委員会，2004 年 2 月 
(2) 第 1回「IT メイト」講師（全 5回），大山町教育委員会，2004 年 7 月 
(3) 大山町こども元気クラブ「PC クラブ」（全 4回），大山町教育委員会，2004 年 9 月～10 月 
(4) 第 2回「IT メイト」講師，（全 5回），大山町教育委員会，2004 年 9 月～12 月 
(5) 大山町かがやき教室指導（全 8回），大山町教育委員会，2004 年 11 月～2005 年 1 月 
(6) 大山町商工会女性部パソコン教室（全 2回），大山町商工会，2004 年 11 月～12 月 
(7) 福沢コミュニティセンターパソコン教室（全 3回），大山町，2004 年 12 月 
○非常勤講師 

(1) データベース論・演習，富山短期大学経営情報学科，2004 年４月～2005 年 2 月： 
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(2) 生活と情報，富山短期大学福祉学科，2003 年 4 月～7月 
○フォーラム・講演会の主催 

(1) 自然エネルギーフォーラム 2004（第 1回），2004 年 6 月 13 日，サンシップとやま 
(2) 自然エネルギーフォーラム 2004（第２回），2004 年 7 月 4日，高岡文化ホール 
【その他（部活動等）】 

(1) 富山国際大学吹奏楽部顧問 
(2) 富山国際大学軽音楽部顧問 
(3) 富山国際大学 PC サポートチーム「CAST」顧問 
(4) 大山町かがやき教室実行委員 

 

                   教授 尾畑 納子 

【著書、論文 等】 

(1) 「洗浄システムへの電解水の応用」富山国際大学紀要 4（121～125）2004 
(2) （社）日本家政学会編：「新版 家政学事典」第Ⅳ編,被服第８章 被服の管理（分担執筆）朝
倉書店（2004） 

【研究発表】 

(1) とやま産学官交流会ポスター発表（富山国際会議場,2004.11.11）「機能水を活用した洗浄シ
ステムの検討」 

【外部との共同研究活動】 

(1) 「電解水に適合する洗濯洗剤の開発研究」（平成 16 年度～），共同研究者：ＭｉＺ株式会社 洗
剤研究チーム代表 瀬尾 知樹氏 

【学外活動】 

○学会開催 

(1) 日本家政学会被服整理学部会主催第 35 回被服整理学夏季セミナー開催，実行委員長（8月 30
日－31 日 富山第一ホテル） 

○研究会・講演会講師 

(1) 「生活者の視点で環境問題に取り組むには」（富山市市議会議員暁天講座会 1/13） 
(2) 「暮らしの目線で環境問題を考えてみよう」（愛宕地区自治振興会研修会 3/16） 
(3) 「くらしと環境」（富山商工会議所女性会総会特別講演 4/22） 
(4) 「洗いの文化と洗濯の科学」（放送大学石川学習センター面接授業 8/11-12）  
(5) 「ライフスタイルの変化と富山の水環境」（2004 年度日本海学講座 9/11） 
(6) 「環境にやさしいライフスタイルとは」（富山県生涯学習カレッジ富山地区教養講座 9/17） 
(7) 「環境負荷低減と最近の衣類洗濯の動向」（平成 16 年度石川富山テキスタイルアドバイザー
研修会 12/4） 

○シンポジウム等アドバイザー  

(1) 東海北陸公民館連合会主催：「第 42 回 東海北陸地区公民館大会第 7分科会地域づくりと公
民館活動」助言者（8月 26-27 日） 

(2) 中部産業経済局主催：「エコタウンシンポジュウム in 富山－21 世紀の循環型まちづくりへ向
けて」 コーディネーター （11 月 29 日） 

【各種委員等（平成 16 年度）】 

(1) 学会：日本家政学会代議員（16－17 年度）、繊維製品消費科学会北陸支部常任幹事、繊維機械
学会北陸支部理事、富山県消費者協会理事 

(2) 委員：富山県新世紀行政改革懇話会委員、富山市産業廃棄物処理施設審査会委員、富山市上
下水道経営会議委員、IBM 北信越会議会員、シティ FM 番組審議委員 他 

 

教授  金子 靖夫 

【学会シンポジウム発表】  

○口頭発表 「富山県ケーブルネット“いきいきネット富山”の完成」 

       マスコミニケーション学会放送分科会（福井） 

        平成 16 年 6 月 3日  
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【学内活動】 

○委員会委員 

(1) 学生委員会委員 
(2) 地域学部主催「県高校ホームページコンテスト」実行委員長 
(3) 本学のプロモーション・ビデオ、各種コンテスト、シンポジウム等の記録ビデオの製作 
(4) 映像メデイア研究会 の顧問（11 年間） 
○学外活動 

(1) 「富山県有峰森林文化村」広報活動への協力支援。映像メデイア研究会と一緒に広報ビデオの
制作及び村民への研修会の実施。平成 14 年より継続中で、特に平成 16 年 8 月 8日-9 日県主催

で開催された「旧有峰村民子孫の集いー23 年ぶりの墓参―」の記録ビデオ制作では参加当事者、

関係者などから 60 本を越える作品入手希望が寄せられ、本学の協力が評価感謝された。 

(2) 北信越高校放送部番組コンクール富山県審査員（高岡市）平成 17 年２月 11 日―12 日 
 

教授  北野 孝一 

【学外活動（研修会、講演、委員会委員等）】 

○講演 

(1) 「地域づくりと地域の未来づくり」における環境問題とＮＰＯ～地域の環境の未来は私たち
住民の責任～、立山町区長会（立山町）、（於：立山町五百石公民館、平成１6年 2月 25 日（水）、

19：00～20：30） 

(2) 「県内を結ぶ高速な網の目」～ＩＴ産業と地域社会～県民カレッジの人間探求講座：産業・
経済コース「挑戦する富山の産業」、（於：富山県教育文化会館、平成１6年 3 月 6（土）、10：

00～12：00） 

(3) 「地域づくりと地域の未来づくり」～富山県の DNA は？～、『地域を知る・創る』、平成 16
年度富山市民大学第 1回（市民学習センター、平成 16 年 4 月 28 日(水)、13：30～15：30） 

(4) 「町民参加型のＩＳＯ14001 と地方分権時代の自治体経営について」 
(5) 立山町、4役（町長、助役、収入役、教育長）の研修会講師、（於：町長室 平成 16 年 5 月

7日（金）、10：00～11：30） 

(6) 「なぜ地域を学ぶか」総合的な学習の時間、富山県立雄山高等学校普通科 1年(121 名)、（於：
雄山高校北館、プレゼンテーションルーム 平成 16 年 5 月 27 日（木）、13：30～15：00） 

(7) 「地域を知る・創る 富山のＤＮＡは？」 
(8) 平成 16 年度「生涯学習コミュ二ティ・フォーラム」基調講演、富山市教育委員会、(於：と

やま市民交流館 平成 16 年 11 月 8 日（月）、13：00～15：00) 

(9) 「立山町保健衛生協会のＮＰＯ法人化について」～地域の環境の未来は私たち住民の責任―
環境もひとの心も美しい町へ～、立山町保健衛生協会 (於：立山町町民会館 平成１6 年

12 月 3 日(金)、16：20～17：10) 

(10) 「地域づくりと地域の未来づくり～観光の新たな潮流と富山国際大学の取組み～」 
(11) 未来観光戦略会議総会講演、（富山県民会館 平成 17 年 1 月 12 日(水)、18：10～19：00） 
○論文など 

(1) 北野孝一、長尾治明、増田功、尾畑納子、才田春夫、助重雄久、上坂博亨(共著)，「地域づく
りと地域の未来づくり」の智の拠点に、富山国際大学地域学部研究紀要第 5巻、2005 

(2) 北野孝一、長尾治明、増田功、才田春夫、高尾哲康(共著)，「資格取得支援遠隔教育システム」 
富山国際大学地域学部研究紀要第 5巻、2005 

(3) 北野孝一 「称号認定教育への取組み」 全国大学実務教育協会、大学の挑戦 第 2号、2005 
○ 委員など 

(1) 「第 10 回エコテクノロジーに関するアジア国際シンポジウム―富山」主催 富山工業高等
専門学校；後援 富山県・富山市・富山県高等教育振興財団・富山工業高等専門学校教育

後援会、第 11 回会議（日時：平成 16 年 12 月 4 日～１２月 5日、於：富山国際会議場）の

ための実行委員 （第 1回から実行委員継続） 

(2) 「未来観光戦略会議」委員、中部経済産業局北陸ものづくり創生協議会の北陸ものづくり
創生プロジェクトの研究会（平成 14 年 12 月～現在） 
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(3) 富山県立上市高等学校評議員、富山県教育委員会、（平成 15 年 4 月 1日～現在） 
(4) 上東中学校休校に伴う利活用検討委員会(委員長)、立山町教育委員会、(平成 16 年 6 月～

11 月) 

(5) 富山市民大学運営協議会委員、富山市教育委員会、(平成 16 年 7 月～現在) 
 

教授 桑原 宣彰 

【著書・論文等】 

〇論文 

(1) 「布の紫外線透過に及ぼす織り密度と糸の撚りの影響」、日本繊維製品消費科学会誌、45､
655（2004） 

〇研究レビュー  

(1) 「消費科学」、繊維学会誌、60､P187（2004）（繊維学会６０周年記念誌、依頼原稿） 
(2) 「染色・加工分野」、日本繊維製品消費科学会誌、45､539（2004）（日本繊維製品消費科学

会４５周年記念誌、依頼原稿） 

〇研究報告書 

(1) 「鶏羽毛の有効利用に関する研究」文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書
(14560214)、2004 年 9 月 30 日 

〇ポスターセッション 

(1) 第３回とやま産学官交流会、「鶏羽毛のリサイクル」2004 年 11 月 11 日、富山 
【学外活動（学会・研究会、研修会・講演、委員会委員等）】 

〇学会・研究会 

(1) 日本繊維製品消費科学会：評議員、同北陸支部理事 
(2) 日本繊維機械学会：評議員、同北陸支部理事 
(3) 繊維学会北陸支部理事 
〇研修会、講演会、委員会委員等 

(1) 滑川福寿大学（富山短大公開講座）「リサイクル今昔」2004 年 7 月 9日、滑川市 
(2) 日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会・電力中央研究所主催フォーラム「エネ

ルギーと地球環境問題」 コメンテーター､2004 年７月 10 日､サンフォルテ 

(3) 県立高校家庭科研究会「リサイクルの現状と今後」2004 年 8 月 4 日、富山高校社会福祉協
議会主催 介護福祉士養成講座 講師 2004 年 9 月 6日、サンシップ富山 

(4) 婦中町民大学講座（富山国際大学公開講座）「消費者から見た環境問題」2004 年 11 月 25 日、
婦中町 

 

教授 白山 肇 

【著書、論文等】 

著書：教科書「環日本海学」，15章 環日本海域の環境リモートセンシング―海洋編―(p

117 ̶ p125) 

   発表機関：金沢大学21世紀COEプログラム、環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測

―モニタリングネットワークの構築と人為的影響の評価― 

   発表年次：2004年8月、A4版 150p 

【学会シンポジウム発表】 

○口頭発表 

① 発表課題：「日中学際環境協力シンポジウム」パネルディスカッションの背景 

発表機関：日中学際環境協力シンポジウム実行委員会 

    発表月日：平成16年7月11日、富山県民3階会館国際会議場  
 ② 発表課題：無酸素状態における水中の有機塩素化合物の紫外線放射分解―ビカッと光を

あてて、有害な水をきれいに― 

  発表機関：第3回とやま産学官交流会実行委員会 

発表月日：平成16年11月11日(木)、富山県国際会議場2階 
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③ 発表課題：ODA タウン・ミーティング イン とやま国際協力―地域におけるODAをとおし

た人材育成について 

    発表機関：外務省/ JICA /(財)とやま国際センター                           

発表月日：平成16年11月21日(日)、パレブラン高志会館2階カルチャーホール 

○ ポスターセッション 

発表課題：日中学際環境協力シンポ  

   発表機関：富山県／ジェトロ／NEAR2004・中国実行委員会      

   発表年次：2004年9月７日(火)～8日(水) 

【学外活動】 

○ 委員会委員 

(1) 組織名：富山市民国際交流協会    職名：理事 
(2) 組織名：(財)とやま国際センター    職名：「とやま国際草の根交流賞」選考委員 
(3) 組織名：富山県青年海外協力隊を育てる会    職名：会長 
(4) 組織名：富山県 JICA 派遣専門家 OB 会    職名：事務局長 
(5) 組織名：(社)協力隊を育てる会    職名：評議員 
○ 学会活動 

(1) 組織名：(社)環境科学会    職名：評議員 
 

 

教授  高橋 正博 

【学外活動】 

○学会活動 

(1) 2004 年度組織学会全国大会参加 
 

教授  長尾 治明 

【著書・論文等】 

(1) 「『地域づくりと地域の未来づくり』の智の拠点に」共著、富山国際大学地域学部紀要、2004
年度 

(2) 「資格取得支援遠隔教育システム」共著、富山国際大学地域学部紀要、2004 年度 
(3) 「カメラ写真専門店経営の現状を読む―平成１５年度調査『中小企業の経営指標』を用いて
―」単著、カメラタイムズ社、2005.１ 

【学外活動】 

○講演・セミナー等 

(1) 「ＫＮＢ報道特別番組未来への翼ウィングウィング高岡誕生」北日本放送、2004.4.11 
(2) 新入社員研修「営業マーケティング」富山職業訓練センター、2005.4.6 
(3) 「富山における観光の重要性」『地域づくりと地域の未来づくり―今、観光の重要性と課題

を考える―』富山国際大学地域学部・日本政策投資銀行、2004.6.4 

(4) 富山市民大学「地域を知る・創る―地域づくりとコミュニティ・ビジネス―」富山市教育
委員会市民学習センター、2004.6.9 

(5) 雇用環境改善セミナー「人材育成と企業経営」魚津企業団地協同組合、中小企業人材確保
推進事業検討委員会、2004.10.5  

(6) 「コミュニティ・ビジネスと地域振興について」財団法人富山県新世紀産業機構、
2004.10.21 

(7) パネルディスカッション「中心市街地の活性化とコミュニティ再生策」『将来のわがまちの
あり方を考える―長身市街地の活性化を探る―』富山県商工会連合会、2004.11.9 

(8) 「富山の経済―現状と展望―」富山県警察学校、2004.11.16 
(9) 「ＫＮＢニュースプラス 1年末スペシャル『The 変動』」北日本放送、2004.12.31 
(10) 「最近の観光事情と今後の対応課題」黒部市観光協会、2005.1.20 
(11) 富山情報ビジネス専門学校との連携講座「最近の観光事情と産業観光」富山商工会議所中

小企業支援部、2005.1.27 
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(12) パネルディスカッション「産学官連携のすすめ方について」テクノネットワークフォーラ
ム・コーディネータ、富山県中小企業団体中央会、2005.2.23 

○各種委員会 

(1) 富山県大規模小売店舗立地審議会委員長 富山県商工労働部 
(2) 「第 8回ベンチャープラザとやま基本構想委員会」委員長，富山県商工労働部経営支援課 
(3) 「平成 16 年度創業・ベンチャースタートアップ支援事業」財団法人富山県新世紀産業機構 
(4) 「富山型健康サービス事業研究―栄養部門ワーキンググループ」富山県厚生部健康課 
(5) 「平成 16 年度公共空間の活用による市街地の活性化検討調査委員会」委員長 富山市建設

部道路課 

(6) 「城址公園整備計画見直し検討委員会」委員長 富山市建設部公園緑地課 
(7) 「タウンモビリティ試行運行調査検討委員会」委員長 富山市中心市街地活性化推進室 
(8) 「黒部市中心市街地活性化基本計画策定委員会」委員長 黒部市産業部商工課 
(9) 「富山県独立行政法人雇用・能力開発機構運営協議会」委員長 独立行政法人雇用・能力開

発機構 

(10) 「富山県若年者雇用問題検討会議」委員長 独立行政法人雇用・能力開発機構 
(11) 「人材育成富山地域協議会」委員長 独立行政法人雇用・能力開発機構 
(12) 「新商品・新技術交流会(中小企業総合展)委員会」富山県中小企業団体中央会 
(13) 「多角的連携指導強化事業委員会」委員長 富山県中小企業団体中央会 
(14) 「タウンマネージメント推進懇談会」座長 富山県商工会連合会 
(15) 「富山市価値創造プロジェクト特別委員会」富山商工会議所 
(16) 「上平村合掌の里・周辺整備計画等策定業務検討委員会」委員長 財団法人北陸経済研究所 
(17) 「富山県地域産業ＩＴ活用推進事業審査会」富山県総合情報センター 
(18) 「富山市観光推進連絡協議会」富山市観光協会 
(19) 「未来の富山を考える会」チューリップテレビ 
(20) 日本政策投資銀行地域アドバイザー(富山県) 
(21) とやま産業観光推進協議会副会長 
(22) 社団法人富山県食品産業協会、財団法人富山市民文化事業団、社団法人流通問題研究協会、

未来観光戦略会議、ＮＰＯ法人グリーンツーリズムとやま理事 

 

教授  増田 功 

【著書、論文等】 

(1) 「地域づくりと地域の未来づくり」の智の拠点に，富山国際大学地域学部紀要，2005 年 
(2) 「資格取得支援遠隔教育システム」，富山国際大学地域学部紀要，2005 年 
【学外活動】 

○委員会委員 

(1) 情報処理学会：北陸支部 評議委員 
(2) 電子情報通信学会：パターン認識・メディア理解研究専門委員会 顧問 
 

教授  亀子 正喜 

【著書、論文等】 

(1) On the Rothenberg-Steenrod spectral sequence for the mod 3 cohomology of the 
classifying space of the exceptional Lie group, 共著, 数理解析研究所講究録 1357, 

95̶103, 2004 年 2 月 

 

(2) On the Rothenberg-Steenrod spectral sequence for the mod 3 cohomology of the 
classifying space of the exceptional Lie group, 共著, submitted to the proceedings 

of the International Conference on Algebraic Topology held in August 2003 at Kinosaki 

Japan 

【学会シンポジウム発表】 

○口頭発表（以下はすべて招待講演） 
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(1) "Mui's invariants and Milnor's operations", International Conference on Algebraic 
Topology, 2004 年 8 月 16 日, Vietnam National University, Hanoi, Vietnam. 

(2) "Mui's invariants and Milnor's operations", ホモトピー論シンポジウム, 2004 年 11 月
20 日, 那覇 

(3) "On the mod p cohomology of the classifying space of the projective unitary group 
PU(p)", 福岡ホモトピー論セミナー, 2004 年 12 月 24 日, 福岡大学 

【学外活動】 

(1) 平成 16 年度大山町教育委員会主催パソコン講習会講師（２回、7/12～7/23, 11/22～12/1） 
(2) 学術論文査読 1 件 (the proceedings of the International Conference on Algebraic 

Topology held in August 2004 at Hanoi, Vietnam) 

 

助教授  才田 春夫 
【著書・論文・学会報告】 
○論文 
(1) 国際協調時代における大学の役割 ―国際協力活動と人材育成―, 才田春夫(2004):富山

国際大学地域学部紀要第四巻 77-82. 

(2) The advances in the techniques of nitrogen removal from aqua cultural wastewater using 
immobilized bacteria. Ren Haibo, Ru shaogou, Haruo Saida (2004): Marine Science 

vol.28 p66-69. 

○その他 

(1) 全国大学実務士協会ボランティア教職員研究会講演要旨 2004.  
(2) 国際ボランティア海外実習報告：富山国際大学学内報コスモス通り 43 
(3) 国際協力フォーラム in FUKUI 講演要旨 2004 年 11 月 
○学会/研究会報告 

(1) 国際ボランティア海外実習からの問題提起 全国大学実務士協会ボランティア教職員研究
会で講演 2004 年 9 月 11 日 

(2) 海水養殖池から分離した細菌のアンモニア酸化能 第 3 回とやま産学官交流会研究発表

2003 年 11 月 11 日 

(3) 国際協力に関わる人材育成 国際協力フォーラムin FUKUIにパネラーとして参加 2004年
11 月 27 日 

【学外活動】 
○講演 

(1) 富山西高校 個別ガイダンス（環境、国際について説明）3月 12日 
(2) 市民大学講座で講義 5月 19日 
(3) 上市高校本学見学会でミニ授業 7月 7日 
(4) 全国大学実務士協会ボランティア教職員研究会にて講演 9月 
(5) 二上工業高校で出前講義（環境の話） 9月 24日 
(6) 富山国際大学付属高校で異文化交流について講演 11月 6日 
○委員など 

(1) 富山県環境・バイオ研究会委員 
(2) 富山県ボート協会理事 
(3) NGOインドネシア教育支援理事 
(4) 五箇山合唱芸術の里実行委員 
(5) 日中環境協力シンポジウム委員 
(6) 夢の架け橋助成プロジェクト委員 
【その他】 
○部＆サークル顧問 

１）ボート部顧問 ２）ボランティアサークル ３）サモア研究会 
 

助教授  高尾 哲康 
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【著書・論文】 

(1) 「比較的少量の日本語文書に対する柔軟で高品質な検索システム」、富山国際大学地域学部
紀要、pp.95-102、Vol.4 

(2) 「資格取得支援遠隔教育システム」、富山国際大学地域学部紀要、Vol.5 
(3) 「情報処理教育における CMS 導入の試み」、富山国際大学地域学部紀要、Vol.5 
【報告書等】 

(1) 「高齢者・聴覚障害者の肯定的自己概念保持と ICT 利用に関する研究」中間報告書、2004
年 10 月 

【学外活動（研修会・講演、委員会委員等）】 

(1) 「高齢者・聴覚障害者の肯定的自己概念保持と ICT 利用に関する研究」、(財)電気通信普及
財団からの助成研究・共同研究 

 

助教授  高橋 哲郎 

【著書、論文等】 

(1) 「韓国ベンチャーの特徴と地方化推進戦略－ベンチャー企業育成政策の成果と限界－」，

環日本海研究所（韓国経済研究シリーズ No.7）、2004 年 11 月 
（注記事項：同論文は環日本海研究所編『現代韓国経済－進化するパラダイム－』，日本評論社、2005 年

3 月刊行予定の一章として収録される。） 

(2) 『東アジアにおける都市型中小企業と農村工業化に関する比較研究 研究成果報告書, 第
７分冊：韓国・台湾中小企業アンケート調査報告』，平成１３年度～平成１５年度科学研

究補助金（基盤研究（Ａ）（２））、2004 年 3 月 （注記事項：国内協力者として分担） 

【学外活動】 

○委員会委員 

(1) 富山地方労働審議会臨時委員（富山労働局） 
(2) 財務行政モニター（北陸財務局） 
 

講師  小西 英行 

【著書・論文】 

○論文 

(1) 「カード・マーケティングの需要創造・信用創造機能～ポイント経済のプロモーション効
果を中心として～」、単著、富山国際大学地域学部紀要、第４号 2004 年３月 

(2) 「ポイント経済と関係性マーケティング」、単著、富山国際大学地域学部紀要、第５号 2005
年３月 

【学外活動】 

○学会発表 

(1) 「カード・マーケティングの需要創造・信用創造機能」、2004 年度日本商業学会全国大会
（開催校：慶應義塾大学） 

○調査研究 

(1) 「宇奈月温泉の観光開発に関するヒアリング」、宇奈月町役場観光振興課、宇奈月町観光
協会、宇奈月グランドホテル、2004 年３月 

(2) 「箱根温泉の観光開発に関するヒアリング」、箱根町役場観光振興課、箱根町郷土資料館、
2004 年９月 

○インターゼミ 

(1) 「マーケティング４ゼミ合同研修合宿：参加校（富山国際大学小西ゼミ、日本福祉大学小
木ゼミ、拓殖大学田嶋ゼミ、東洋大学峰尾ゼミ」、富士箱根ランド、2004 年 9 月 

【学内活動】 

○特別講座 

(1) 販売士３級受験対策特別講座、合格者５名（2000R028 金尾優子、2000R051 高久実子、2000R069
奈良井祐子、2000R072 浜野薫、2001R053 佐藤真美）、2002 年 10 月～2003 年 2 月 

(2) 販売士３級受験対策特別講座、合格者５名（2000H034 加藤由里子、2000H125 副田めぐみ、
2000R088 松本崇幸、2001R052 佐々木洋行、2001R147 山藤慎一朗）、2003 年４月～2003 年７月 
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(3) 販売士３級受験対策特別講座、合格者２名（2003R026 亀岡薫、2003R050 竹森舞子）、2003
年 10 月～2004 年 2 月 

(4) 販売士３級受験対策特別講座、合格者８名（2002R119 由田絵里、2003R016 岡本佳征、2003R028
川原綾乃、2003R029 北森大地、2003R052 谷井翔太、2003R069 野尻一等、2003R075 松原泰

子、2003R077 丸本清一郎）、2004 年４月～2004 年７月 

(5) 販売士２級受験対策特別講座、合格者１名（2001R086 中谷萌美）、2003 年 4 月～2003 年 10
月 

(6) 販売士２級受験対策特別講座、合格者７名（2003R016 岡本佳征、2003R026 亀岡薫、2003R028
川原綾乃、2003R050 竹森舞子、2003R052 谷井翔太、2003R075 松原泰子、2003R077 丸本清

一郎）、2004 年 4 月～2004 年 10 月 

 

講師  助重 雄久 

【著書・論文】 

(1) 城端町における中心商店街の現況と活性化への課題、砺波散村地域研究所紀要、21、
43-51.(助重ゼミナール学生との共同研究)  

(2) 農産物貿易の国際化と現代日本の農業、井出策夫・澤田裕之著『地域の視点』、文化書房博
文社、pp.101-119.(第 4 章第 1節を分担執筆)  

【口頭発表】 

(1) 高齢生産者による柑橘栽培の衰退過程－山口県東和町を事例として－、2004 年度日本地理
学会秋季学術大会、2004 年 9 月 26 日、広島大学 

【学外活動(委員会活動等)】 

○ 講演、出講プログラム（地域社会） 

(1) 第 3 回五箇山合掌の里芸術祭講演会「五箇山観光の現在と未来～伝統芸能・工芸品を活か
した地域づくり～」(2004 年 6 月 12 日、五箇山・相倉合掌集落) 

(2) 黒部観光ボランティアの会・生地まち歩き講演会「清水めぐりを中心としたまち歩き観光
とその課題」 (2004 年 9 月 3 日、黒部市コミュニティセンター) 

(3) 富山県高等学校教育研究大会地理部会講演「学際性と実践性をいかした大学地理教育の展開      

－富山国際大学地域学部での取り組みを事例として－」(2004 年 10 月 5 日、富山中部高等学

校) 

(4) 富山市議会自民クラブ研究会「地産地消の可能性と問題点」(2004 年 11 月 9 日、富山市議
会自民クラブ) 

○ 講演、出講プログラム（高等学校） 

(1) 1.地域づくりサマーキャンプ「常願寺川探検隊 Part 1」＝常願寺川中流域における野外見
学、富山県立雄山高等学校生を対象として実施(2004 年 7 月 14 日） 

（7月 14 日、ケーブルテレビとやま「北日本新聞ニュース」で報道、7月 15 日、北日本新聞に記事掲載） 

(2) 富山県立新湊高等学校出講プログラム「野菜の周年安定供給と自然環境」(2004 年 10 月 19
日) 

(3) 新潟県立村上高等学校進路講演会「野菜の周年安定供給－レタスとカボチャはなぜ１年中
食べられるの？－」(2005 年 1 月 21 日) 

○ 各種委員 

(1) 荒尾市史編纂委員会専門委員（熊本県荒尾市、1999 年 7 月～現在に至る） 
(2) 富山地学会幹事（2000 年 5 月～現在に至る） 
(3) とやま棚田ネットワーク委員（富山県農林水産部・富山県農林水産公社、2001 年 11 月～現

在に至る） 

(4) 沖縄国際大学南島文化研究所特別研究員(2002 年 4 月～現在に至る) 
(5) 立正地理学会評議員(2002 年 4 月～現在に至る) 
(6) 平成 16 年度食祭とやま実行委員会「特産の匠」選定委員(平成 16 年度食祭とやま実行委員

会、2004 年 7 月～11 月) 

【その他】 

○学生による野外調査およびその指導 
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(1) 富山市の中心商店街の利用実態調査・自家用車の乗車人員調査＝「問題発見演習」・「問題
解決演習」の一環として実施(2004 年 6 月 13 日・11 月 6 日、富山市総曲輪・中央通り・西

町一帯) 

(2) 五箇山におけるフィールドワーク(入り込み観光客の動向および市町村合併後の住民生
活・意識の変化に関する地域調査) ＝「地域地理学Ⅱ」の一環として実施(2004 年 11 月 20

～21 日、南砺市平・上平地区) 

(3) 「地域システム演習Ⅱ」4年ゼミ生の卒業論文執筆のための現地調査指導 
 ①「集団営農の利点と問題点－砺波市坊村営農組合の事例－」2004 年 10 月 23 日、砺波市東

保坊村営農組合周辺にて景観調査 

 ②「黒部市生地のまちづくり－観光客への案内標識の設置について－」2004 年 10 月 24 日、

黒部市生地「まち歩きフェスティバル」会場にて参加者に案内標識に関するインタビュー

調査(協力：黒部市観光ボランティア、黒部市商工観光課) 

 ③「南砺市城端における地産地消への取り組み」2004 年 10 月 15 日、桜が池「自遊の森」に

て城端ふるさと産品の会・中田 修氏にインタビュー調査、2004 年 11 月 7 日、「城端彩菜

まつり」桜が池会場にて城端ふるさと産品の会会員の農家を対象にインタビュー調査 

 

講師  吉牟田 裕 

【著書・論文】 

(1) Electricity Generation Using a Small Wind Turbine, J. Eco-technology Research Vol.10, 
No4, 2004 

(2) Web による履修登録システムの構築と運用 - ウェブデザインから DBMS、運用体制まで -, 
富山国際大学 地域学部紀要, 第 4 巻, 2004 

(3) 富山県内ウェブページのデザインの分析, 富山国際大学 地域学部紀要, 第 4 巻, 2004 
【学外活動（講演・外部講師・研修会・非常勤講師等）】 

○研修会 

(1) 第 1回「IT メイト」講師（全 5回），大山町教育委員会，2004 年 7 月 
(2) 第 2回「IT メイト」講師，（全 5回），大山町教育委員会，2004 年 9 月～12 月 
○フォーラム・講演会の主催 

(1) 自然エネルギーフォーラム 2004（第 1回），2004 年 6 月 13 日，サンシップとやま 
(2) 自然エネルギーフォーラム 2004（第２回），2004 年 7 月 4日，高岡文化ホール 
【その他（部活動等）】 

(1) 美術サークル顧問 
(2) 資格取得: 情報処理技術者試験 テクニカルエンジニア(ネットワーク), 経済産業省, 2004年
12 月 16 日 


